
応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒 989-0292　白石市大手町１- １白石市総務課へ。はがき一
枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月 15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

㉄農林課　☎22-1253
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～地元農産物の魅力を発信～
　地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします。
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進！～

市内の農産物
直売所情報▶

寒い季節を彩る「干し柿」
　本市では古くから柿が栽培され、ころ柿などの干し柿づくりが行われてきまし
た。干し柿づくりでは、皮をむいたあと軸枝に縄を結んでつるし、乾燥して渋み
を抜き、干し柿が並ぶオレンジ色の鮮やかな「柿のれん」は絶景です。
　また、柿はビタミンA・C、カロテン、カリウムなどが豊富に含まれ、「柿が
赤くなると医者が青くなる」ということわざがあるほど栄養価の高い果物です。
　本市産の干し柿は、馬牛沼産直センターやおもしろいし市場などでの販売を予
定しています。ぜひご賞味ください。▲�オレンジ色の鮮やかな

「柿のれん」

みんなで味わう秋の実り
第二幼稚園　焼き芋会

　11月６日、第二幼稚園で毎年恒例の焼き芋会が
行われました。園児たちが心を込めて育てたサツ
マイモを、畑の先生や南町長寿会の皆さんと一緒
に焼き上げました。できたてホクホクのサツマイ
モをほおばり、「甘くておいしい！」と笑顔いっぱ
いの子どもたち。秋の味覚を通して、地域とのふ
れあいも深まる楽しいひとときとなりました。

国道４号線をきれいに
白石蔵王エコフォーラム清掃ボランティア活動

　11月14日、社会問題化している国道４号越
河・斎川地区の尿入りペットボトル問題を解消
しようと、４回目となる白石蔵王エコフォーラ
ムによる清掃ボランティア活動が行われまし
た。この日は、構成企業や市職員など30人が
参加。尿入りペットボトル105本を含む可燃
ごみ約60キロを回収しました。

▲親子でホクホクのサツマイモを堪能

実りの秋の風物詩
第45回白石市農業祭・白石市福祉まつり2025

　11月８日・９日の両日、本市の秋の風物詩、
農業祭と福祉まつりがホワイトキューブで同時
開催されました。農業祭では、新米・新鮮野菜・
果物などの地場産品やA５ランク白石産仙台牛
の特別販売、大人気の米俵相撲が行われ、参加
者には白石産新米ササニシキを贈呈。さらに、
今年は６年ぶりに紅白餅まきが復活したほか、

市内小学生によるミルク川柳、ころ柿つくり体
験、姉妹都市の登別市・海老名市物産展などが
行われました。また、福祉まつりでは、福祉団
体によるステージ発表、車いす体験、市内の小
中学校・福祉団体の作品展示、手芸作品・手作
りお菓子・鉢花の販売などが行われ、会場は多
くの来場者でにぎわいました。

１_福祉団体による和太鼓演奏が会場を盛り上げました　２_行列ができた白石産
ササニシキ新米すくいどり　３_認定農業者連絡協議会による餅まきは大盛況！

▲国道４号線で清掃活動を行う参加者たち
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